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と
し
て
守
る
べ
き
エ
リ
ア
」

を
誰
が
ど
ん
な
営
農
方
法
で

守
る
か
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

１
月
６
日
の
定
例
総
会
で

は
、
地
区
別
の
検
討
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
、
今
後
の
地

区
連
活
動
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

の
農
振
農
用
地
の
見
直
し
や

目
標
地
図
、
地
域
計
画
の
作

成
に
向
け
た
出
発
点
と
な
る

「
具
体
的
な
話
し
合
い
」
を

行
っ
た
。

京
田
辺
市
農
業
委
員
会
で

は
、
今
年
か
ら
地
区
連
絡
会

議(

地
区
連)

に
地
元
農
家
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
「
農
地

事
前
に
各
地
区
の
委
員
が

「
将
来
も
守
る
べ
き
」
と
考

え
る
範
囲
を
表
示
し
た
地
図

を
準
備
し
、
参
加
し
た
認
定

農
業
者
47
人
と
地
元
の
地
図

を
見
な
が
ら
、
来
年
度
以
降

京
田
辺
市
農
業
委
員
会

は
、
昨
年
12
月
７
日
、
「
農

業
者
と
の
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
、
地
区
別
に
「
守
る

べ
き
農
地
」
の
エ
リ
ア
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。

町
内
の
若
手
農
業
者
か
ら
多

数
の
要
望
が
出
さ
れ
、
農
政

部
会
メ
ン
バ
ー
や
町
産
業
振

興
課
と
具
体
的
な
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

農
政
部
会
長
の
田
和
孝
司

委
員
は
、
「
農
業
委
員
会
と

し
て
、
担
い
手
農
家
の
支
援

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
的
だ
。

（
宇
治
田
原
町
農
業
委
員

会
）

「
ま
と
ま
っ
た
農
地
で
経

営
規
模
を
拡
大
し
た
い
」

「
乗
用
型
茶
刈
機
や
水
耕
栽

培
施
設
の
導
入
に
支
援
が
欲

し
い
」
「
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
雇
用
環
境
の
整

備
が
必
要
」
「
獣
害
や
肥
料

高
騰
の
対
策
強
化
」
な
ど
、

宇
治
田
原
町
農
業
委
員
会

で
は
、
農
政
部
会
を
中
心
に

若
手
農
業
者
の
声
を
聴
き
、

今
後
の
活
動
に
活
か
そ
う
と

「
若
手
農
業
者
と
の
意
見
交

換
会
」
に
力
を
入
れ
て
い

る
。昨

年
11
月
14
日
に
行
っ
た

意
見
交
換
会
で
は
、
参
加
者

(

11
人)

か
ら
経
営
上
の
課
題

や
要
望
を
聴
取
し
た
。

豆
作
り
を
通
じ
て
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
、
遊
休
農

地
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。昨

年
は
、
入
作
者
が
所
有

す
る
10
㌃
を
借
り
て
、
手
の

空
い
た
会
員
に
声
掛
け
し
て

７
月
に
播
種
、
真
夏
に
土
寄

せ
、
除
草
を
行
い
、
11
月
に

手
作
業
で
収
穫
し
ま
し
た
。

乾
燥
脱
穀
し
た
小
豆
は
、

各
自
が
家
に
持
ち
帰
り
選
別

し
て
い
ま
す
。

鹿
へ
の
対
策
や
夏
の
高
温

対
策
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
き

れ
い
な
小
豆
が
収
穫
で
き
、

会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も

で
き
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
収
穫
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
亀
岡
市
農
業
委
員
会
・

小
嶋
和
子
委
員
）

亀
岡
市
曽
我
部
町
法
貴
区

の
女
性
５
人
で
大
納
言
小
豆

を
栽
培
す
る
法
貴
豆
部
会
を

２
年
前
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。会

の
目
的
は
、
特
産
の
小 わ

づ
か
を
設
立
し
、
茶
を
使
っ
た

新
商
品
の
開
発
や
直
販
、
和
束
茶

カ
フ
ェ
運
営
、
都
市
農
村
交
流
や

国
際
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
農
外
か
ら
の
新
規
就
農

者
を
受
け
入
れ
、
和
束
茶
の
後
継

者
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

昨
年

月

日
の
表
彰
式
典
で
、

大
日
本
農
会
総
裁
の
秋
篠
宮
文
仁

親
王
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ

た
。上

嶋

さ

ん

は
、
「
受
章
を

励
み
に
、
今
後

も
地
域
農
業
の

発
展
に
力
を
尽

く
し
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

（
和
束
町
農

業
委
員
会
）

和
束
町
白
栖
の
上
嶋

う
え
じ
ま

爽そ
う

禄ろ
く

園え
ん

代

表
・
上
嶋
伯の

り

協や
す

さ
ん
（
66
）
が

（
公
社
）
大
日
本
農
会
の
農
事
功

績
表
彰
〝
緑

り
ょ
く

白は
く

綬じ
ゅ

有ゆ
う

功こ
う

章
し
ょ
う

〟
を

受
章
し
た
。

上
嶋
さ
ん
は
、
地
域
の
仲
間
と

㈱
式
部
を
設
立
し
、
共
同
製
茶
工

場
で
生
産
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
和
束
茶
の
Ｐ
Ｒ
活
動
組
織

（
一
社
）
え
ん
－
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

和束町 上嶋 伯協さん

緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
！

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
岡
田
憲
孝
農
業
委

員
が
「
地
域
住
民
と
危
機
感
を

共
有
し
、
今
後
の
地
区
定
例
会

で
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
ま
と
め
を

行
い
、
最
年
長
の
金
羽
廣
明
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
参

加
者
に
実
現
に
向
け
た
活
動
へ

の
協
力
を
要
請
し
た
。

丹
後
地
区
で
は
、
守
る
べ
き

農
地
を
誰
が
ど
う
守
る
か
を
関

係
者
の
話
し
合
い
で
決
定
す
る

た
め
、
１
月
以
降
の
地
区
定
例

会
に
も
担
い
手
農
家
の
参
画
を

求
め
て
、
地
域
計
画
策
定
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定

だ
。

（
政
）

要
な
こ
と
や
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
も
う
」
と
意
見
が
ま

と
ま
り
、
獣
害
対
策
を
テ
ー
マ

に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
を
決

め
た
。

当
日
は
、
農
業
委
員
が
進
行

役
を
務
め
、
現
在
の
課
題
と
解

決
策
を
２
班
に
わ
か
れ
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
新
ビ

ジ
ネ
ス
で
里
山
を
再
生
」
「
駆

除
単
価
を
引
き
上
げ
て
駆
除
隊

を
設
置
」
「
地
域
の
話
し
合
い

を
定
例
化
し
て
危
機
感
を
共

有
」
な
ど
、
各
班
か
ら
多
く
の

京
丹
後
市
農
業
委
員
会
の
丹

後
地
区
定
例
会
で
は
、
昨
年
12

月
13
日
、
旧
丹
後
町
内
の
担
い

手
農
家
の
代
表
者
会
議
（
第
２

回
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
「
農
家
と
地
域
住
民
が

協
力
し
て
獣
害
か
ら
農
地
を
守

る
方
法
」
を
話
し
合
っ
た
。

昨
年
10
月
の
代
表
者
会
議

（
第
１
回
）
で
、
「
地
域
で
必

堀忠雄町長(右)

と記念撮影する

上嶋さん

法
貴
豆
部
会
で
活
動

収
穫
し
た
小
豆
を
手
に
す
る
小

嶋
和
子
委
員
（
右
）
、
上
嶋
美

栄
子
委
員
（
左
）
と
澤
田
悦
子

さ
ん

若手農業者と意見交換会
宇治田原町農業委員会

｢目標地図｣のエリア想定
守るべき農地を見える化
｢目標地図｣のエリア想定
守るべき農地を見える化

担
い
手
農
家
の
代
表
者
会
議
を
開
催

｢

農
地
を
守
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ｣

が
白
熱

若
手
農
業
者
11
人
が
参
加
し
た

意
見
交
換
会(

昨
年
11
月
14
日)

認
定
農
業
者
と
意
見
交
換

京
田
辺
市
農
業
委
員
会

左
か
ら
岡
田
憲
孝
委
員
、
金
羽
廣
明
委
員
、
野
木
久

聖
さ
ん
（
若
手
農
家
）
、
三
野
廣
海
委
員
、
酒
井
満

男
さ
ん
（
宇
川
ア
グ
リ
㈱
代
表
）

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

丹
後
地
区
定
例
会

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

丹
後
地
区
定
例
会

京
丹
後
市
農
業
委
員
会

丹
後
地
区
定
例
会

普
賢
寺
地
区
の
話
し
合
い
（
昨
年
12
月
７
日
）
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